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平成30年度世羅町自治センター職員研修会 

生涯学習振興・社会教育の 
    基本事項と自治センターの役割 

平成30年11月16日（金） 

【研修のねらい】 

○生涯学習や社会教育に関する基礎的な事柄や自治センター 

 の役割を理解する。 

○互いの自治センターの取組について情報を交換し，魅力や  

 活気のある運営の工夫について考える。 



本日の研修の流れと目標 

                                                  演 習 振り返り 講 義 

【研修のねらい】 

○生涯学習や社会教育に関する基礎的な事柄や自治センター 

 の役割を理解する。 

○互いの自治センターの取組について情報を交換し，魅力や  

 活気のある運営の工夫について考える。 



「生涯学習振興・社会教育に  
   求められる今日的な役割」  

              講 義 



生涯学習とは・・・ 

生涯学習とは，自己の充実や生活の向上のために，
人生の各段階での課題や必要に応じて，あらゆる 
場所，時間，方法により学習者が自発的に行う自由 
で広範な学習のことである。 

人々が生涯にわたって行うあらゆる学習 

国民一人一人が，自己の人格を磨き，豊かな人生を送ることが 
できるよう，その生涯にわたって，あらゆる機会に，あらゆる 
場所において学習することができ，その成果を適切に生かすこと 
のできる社会の実現が図られなければならない。 

教育基本法 第三条（生涯学習の理念） 



社会教育とは・・・ 

社会教育とは，教育のうち，学校又は家庭において
行われる教育を除き，広く社会において行われる 
教育のことである。 

学校教育・家庭教育以外の組織的な教育 

個人の要望や社会の要請にこたえ，社会において行われる教育は，
国及び地方公共団体によって奨励されなければならない。 
2 国及び地方公共団体は，図書館、博物館、公民館その他の 
社会教育施設の設置、学校の施設の利用、学習の機会及び情報の
提供その他の適当な方法によって社会教育の振興に努めなければ 
ならない。 

教育基本法 第十二条（社会教育） 
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第６期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理（概要）を参考に作成 



中央教育審議会答申から 

新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について 
 ～知の循環型社会の構築を目指して～（平成20年2月） 

 ○目指すべき施策の方向性 
  ①国民一人一人の生涯を通じた学習の支援 
  ②社会全体の教育力の向上 

 ○施策推進の具体的方策 
  ①「個人の要望」と「社会の要請」のバランス 
  ②「継承」と「創造」等を通じた持続可能な社会  
   の発展 
  ③連携・ネットワークを構築して施策を推進 

 ○施策推進の具体的方策 
  ①「個人の要望」と「社会の要請」のバランス 
  ②「継承」と「創造」等を通じた持続可能な社会  
   の発展 
  ③連携・ネットワークを構築して施策を推進 



 
 
○行政として取組まなければ 
 ならない社会の存続や発展 
 にとって必要な課題 

 
○住民のニーズ，興味，関心， 
 願い 

①「個人の要望」と「社会の要請」のバランス 

個人の要望 社会の要請 

（例） 
 

英会話，読書，地域の歴史，
自然観察，茶道，俳句， 
将棋，音楽，美術，カメラ，
パソコン，ハイキング， 
自然体験，親子キャンプ，
子育て，介護，料理， 
読書・・等 

事業や講座（両者のバランスが大切） 



世羅町第２次長期総合計画 



「社会の要請」を捉える（「世羅町第２次長期総合計画」pp.23-24) 

○豊かな自然（景観） 

○各地区の伝統行事 
○農業 
  （米・大豆・アスパラ・果樹等） 

○輝くせらの学校文化発表会 
○世羅町子ども議会 
○保育料，医療費補助 
○公立世羅中央病院 
○駅伝のまち（世羅高校） 

○郷土愛・支え合いの意識 

世羅町の強み 世羅町の弱み 

○人口減少 
○高齢化（高齢者支援） 

○人材や後継者の確保 
  （農業・商業・工業） 

○就業者数の減少 
○社会教育における指導者を  
 確保・育成し，まちづくり  
 にいかす仕組み 
○公共交通網の拡充 
○情報通信基盤の整備 
○防災体制の更なる強化 
  （災害に強いまち） 



 
 
 

 
+ 

  各地域の課題 住民の声 
  アンケート等  

世羅町の弱みを地域課題，社会の要請として捉える 

世羅町の弱み 

○人口減少 
○高齢化（高齢者支援） 

○人材や後継者の確保 
  （農業・商業・工業） 

○就業者数の減少 
○社会教育における指導者を  
 確保・育成し，まちづくり  
 にいかす仕組み 
○公共交通網の拡充 
○情報通信基盤の整備 
○防災体制の更なる強化 
  （災害に強いまち） 

地域課題 
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担うもの 

行政が担うもの 
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①「個人の要望」と「社会の要請」のバランス 
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事業や講座（両者のバランスが大切） 



②「継承」と「創造」等を通じた持続可能な社会の発展 

蓄積された知識や経験 

継承 創造 

○各個人が学習から学んだ知識等が社会の中で循環し， 
 学習成果が社会に還元される仕組みが必要 



②「継承」と「創造」等を通じた持続可能な社会の発展 



③連携・ネットワークを構築して施策を推進 

住民 

ボランティア団体 

NPO 企業等 

世羅町「第２次長期総合計画」 
p.184 



 

 

 
 
 

自治センターを活用した仕組みづくり 

 
 

対話を重視 

 

 

 
相互の意見やアイデアの尊重 

 
  話し合いを基本とした地域課題を解決する 
  組織力（地域力）を高める取組を促進 

 
 
 
 

自治センター（活動拠点） 
様々な人たちが集い，学習・スポーツ・交流・ 
遊びなどの活動を楽しめる環境    

 
 

 

 



 

 

 
 
 

自治センターを活用した仕組みづくり  
 
 

自治センター 
地域の問題点や課題などの情報が，住民， 
住民グループを通じて集まる 

 

 

 

地域住民の 
いろいろな声 
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中央教育審議会答申から 

新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について 
 ～知の循環型社会の構築を目指して～（平成20年2月） 

 ○目指すべき施策の方向性 
  ①国民一人一人の生涯を通じた学習の支援 
  ②社会全体の教育力の向上 

 ○施策推進の具体的方策 
  ①「個人の要望」と「社会の要請」のバランス 
  ②「継承」と「創造」等を通じた持続可能な社会  
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自治センターの役割（世羅町自治センター設置条例より） 

協働のまちづくり 自治活動の振興 

住民の主体的な地域づくり活動と 
生涯学習活動の拠点施設 

地域づくり活動の振興 生涯学習活動の振興 

自治センターの目的を達成するために必要な事業 

設
置
目
的 

事業 



「たくさんの人が 
  集い，学び，つながる 
      せらの自治センター」  

              演 習 



演習の流れ 

①交流シートへの記入 

②グループでの意見交流 

③グループで出た意見の紹介 

10
分 

20
分 

10
分 

○演習の説明 
10
分 



みなさまの率直な意見を聞かせてください。 

自治センターの運営について，あなたが 
日頃から課題を感じている（困っている） 
ことは何ですか？ 

https://1.bp.blogspot.com/-CdzqrI3ie7A/WUJG1CjPuWI/AAAAAAABE0Q/dnJSD_xuO7oGgnkdcsvrkD6xkt5HeJTvQCLcBGAs/s800/komatta_woman2.png


①活気のあふれる自治センターにするための工夫 

○魅力ある事業づくり 
○交流の絆づくり（感情的なつながり） 
○「また行ってみたい」と思わせるしかけ 
○継続的な活動につなげる 

自治センターでされていること 
自治センターで今後考えておられること 

教えてください！ 
みなさまの知恵や工夫 



②個人の要望と社会の要請（地域課題）に応えるための工夫 

個人の要望 

○それぞれの地域には， 
 どのような住民の声が 
 ありますか。 
○どのように方法で把握 
 されていますか。 

○それぞれの地域には， 
 どのような地域課題が 
 ありますか。 
○生涯学習によって，担え 
 そうなものはありますか。 

社会の要請 

それぞれの地域に必要とされている，事業や
講座はどのようなものが考えられますか？ 



③「継承」と「創造」等を通じた持続可能な地域づくりのための工夫 

継 承 

○各地域で行われてきた 
 ものを受け継ぐ。 

時代のニーズや住民の年代にも配慮しながら， 
世代から世代へ受け継がれ，人が変わっても
続けていけるもの。 

創 造 

○新しいものを生み出す， 
 つくり出す。 



④連携・協働・ネットワークづくりのための工夫 

自治センターを拠点とした 
連携・協働・ネットワーク 

○このような連携・協働をしています！ 
○このような連携・協働をしてみたい！ 
○このような連携・協働が求められている！ 

住民 

ボランティア団体 

NPO 企業等 



交流シート 

 
１活気あふれる自治センターにするため 
 の工夫 
（所属されている自治センターの工夫） 

 
２個人の要望と社会の要請（地域課題） 
 に応えるための工夫 
（所属されている自治センターの工夫）  

 
（グループで出た意見） 

 
（グループで出た意見） 

 

 
 
３「継承」と「創造」を通じた持続可能 
 な地域づくりのための工夫 
（所属されている自治センターの工夫） 

 

                                                
 

４連携・協働のための工夫 
 

（所属されている自治センターの工夫） 

 
（グループで出た意見） 

 
（グループで出た意見） 

Q:あなたが日頃から自治センターの 
  運営について，課題を感じている 
 （困っている）ことは何ですか？ 



                振り返り 



振り返り 

自治センターで 
ぜひ，やってみたいと思われたこと 

 



みなさま，お疲れ様でした。 

アンケートに御協力ください。 



研修のご案内（例：平成30年度） ご参加をお待ちしております！ 


